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ら有光層下端 (海面の光合成有効放射 (PAR) が 1%にな
る深度) までほとんど濃度勾配がなく、それ以深で急に





状物 (C, N, P) の鉛直分布では、混合層に比べて亜表層
で低いあるいは両層で同程度の濃度分布になることが報















た (Hashihama et al. 2009)。全溶存リン (TDP) および全
粒状リン (TPP) は湿式酸化分解、粒状無機態リン (PIP) 
は希酸抽出を行った後、リン酸塩の高感度吸光光度分析
法で測定した (Sato et al. 2013; Ehama et al. submitted)。溶
存有機態リン (DOP) 濃度は、TDP濃度からリン酸塩濃
度を差し引いて求めた。混合層深度は、10 mを対照とし












10 m) と混合層で有意差はなく (Paired t-test, p > 0.05)、
混合層深度以浅で均一に分布していた。混合層のリン酸
塩濃度は西部北太平洋の 14点で極端に低く (7±7 nM)、
反対に東部南太平洋の 9点では極めて高濃度であった 
(204±91 nM)。中部南北太平洋の 9点では 53±41 nMで推
移していた。一方、亜表層のリン酸塩濃度も混合層と同
様な水平分布を示したが、亜表層の平均濃度が混合層の






(171±49 nM) に比べて亜表層 (146±48 nM) で低い傾向が
認められた。 
有光層内の TPPおよび PIP濃度はそれぞれ 7.9~70.4 nM




認められた。夏季北太平洋の 3点 (28~30oN) では、TPP濃
度は混合層 (16.7±3.6 nM) に比べて亜表層 (25.1±9.0 nM) 
で高かった (t-test, p < 0.05)。その他の測点では混合層 
(15.4±7.6 nM) と亜表層 (16.3±9.5 nM) で同程度の濃度で
あった (t-test, p > 0.05)。 
夏季北太平洋の 3点では、亜表層でリン酸塩と硝酸塩濃
度が共に上昇しており、下層からの栄養塩供給が TPP 濃
度の増加に寄与していた可能性が高い。一方、その他の測
点では有光層における栄養塩類の鉛直濃度勾配がほぼゼ
ロであり、下層からの栄養塩供給は混合層には届かない
と考えられる。しかしながら、混合層の TPP 濃度は亜表
層と同程度の濃度で維持されている。同航海で観測され
た窒素固定活性は亜表層よりも混合層で高かった。また、
リン酸塩が枯渇した西部北太平洋の混合層では、DOP 利
用能を示すアルカリフォスファターゼ活性が亜表層に比
べて高かった。さらに、この層ではリン酸塩が枯渇してい
るにもかかわらず粒状物の P:C 比がリン酸塩余剰域に比
べて高めに維持されており、細胞内リン貯蔵のような機
能も働いていると推測される。混合層の高い粒状物濃度
の維持機構には未だ不明な点が多いが、上述のようなプ
ロセスが重要な役割を果たしていると考えられる。 
